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研究成果
堆肥等の植物組織の分解に関わるとされている好熱
性糸状蘭 Thermoascusaurantiacusは，液体培養において高
度耐熱性・耐アルカリ性のカタラ}ゼ (CAT)を細胞
内外に多量に生産・分泌する.なぜ¥本菌がCATを多
量に生産するかに関して，我々は，すでに，本菌におけ
るCATの基質 H202の生成にはアルコールオキシダー
ゼ (AOD)が関わることを見出している.さらに，本菌
を炭素源にベクチンを用いた培地で培養すると AODが
通常(デンブン培地)の 10~ 20倍も生産されることを
明らかにしている.また，このとき細胞内にはベルオキ
シソ…ムの形成が顕著となることも見出している.ペク
チンは，ガラクツロン酸メチルエスチルのポリマーであ
り，ペクチンが分解するとメタノ…ルを生じる.本商は，
メタノ…ルを唯…の炭素源とした培地では生育できない
が，他の炭素源の存在下においては，メタノールをよく
利用し，酵素の生産量が増加し，また，ベルオキシソー
ムを形成することが明らかにされている.
今年度は， CATの生産量の向上を変異菌株の取得を
中心に図るとともに，酵素の生産や細胞内微細構造の形
成と密接に関連する炭素源の…つベクチンに関して，本
商のベクチン分解酵素系について検討を加えた. 
(1)本閣の CATは，耐熱性，耐アルカリ性に優れて
いるが Cu2十への耐性が低い.また，これまでに得られて
いる CATの実用生産の供試株は，変異処理によって酵
素の生産性が向上しているものの，胞子の形成率が野生
株と比較し，著しく低下している.そこで，これらの点
に焦点をあてて， UV照射による変異処理を試みた.そ
の結果， CATの阻害剤払アミノトリアゾール耐性株の
中に，胞子形成能を損なわないで，酵素の生産性が約 2
倍に向上した菌株を複数取得することに成功した.ま
た， Cu2+耐性株も取得できたが，それが生産する酵素に
は， Cu2+耐性は認められなかった. 
(2)本商が生産するベクチン分解酵素系に関して以下
の検討を加えた.ペクチンからのメタノ…ルの生成に関
して，ベクチンエステラーゼの存在が示唆されたが，そ
の活性を培養ろ液中に検出することはできなかった.ベ
クチンデポリメラーゼ、類について検討した結果，ポリガ
ラクツロナー ゼ、 (PG)，ポリメチルガラクツロナ}ゼ，
ベクチンリアーゼの活性が検出された.そのうち，最も
生産性が高かった PGについて検討を進めた.間体培
養において，酵素の生産性は向上し，生産された酵素の
熱安定性， pH安定性が液体培養の酵素と比較し
ことが示された.そこで，熱安定性， pH安定性に関し
て，液体培養で生産された酵素との違いを明らかにす
る目的で，両培養において生産される PGの精製を試み
た.しかしながら?固体培養からの酵素の精製は，粗酵
素液の粘性が高いため，カラムクロマトグラブイーの結
果に再現性が得られず中断した.今回は，まずは，液体
培養において生産された PGの精製を試みた.培養ろ液
をブラッシュエパポレーター濃縮，硫安分間， DEAE削 
Celu10se D E 52カラム， Sephadex G-100カラム x2の工
程で処理したが，この時点で，電気泳動的に単…なまで
の標品を得るには歪らなかった.得られた部分精製標品
は，比活性が 3.58ドmoVmin/mg proteinで、あり， 500C，60
分の熱処理に対し安定性を示し，至適反応、pHは6.0で
にはAg2+%，100に約+Fe2あった.また，その活性は， 
40%の阻害を受けることがわかった.
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